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(54)【発明の名称】 タッチパネル付ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】外光があっても良好な表示を行ない得るタッチ
パネル付ＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】ＥＬ素子を用いた表示装置であって、外側
より順番に偏光板１１１、波長板１１２、１１３、タッ
チパネル１２０及びＥＬ表示部１３０を積層して配置し
たタッチパネル付ＥＬ表示装置とする。



(2) 特開２００２－１５６９２０

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＥＬ素子を用いた表示装置であって、外
側より順番に偏光板、波長板、タッチパネル及びＥＬ表
示部を積層して配置したことを特徴とするタッチパネル
付ＥＬ表示装置。
【請求項２】  前記波長板が、１／２波長板と１／４波
長板を積層したものである請求項１に記載のタッチパネ
ル付ＥＬ表示装置。
【請求項３】  前記タッチパネルが、空間部を介して対
向している透明電極から形成されているタッチパネル付
ＥＬ表示装置。
【請求項４】  前記波長板が、外側より順番に１／２波
長板と１／４波長板を積層して形成され、前記偏光板の
光軸と１／２波長板の遅相軸の角度をθとすると、θが
１５°±５°であり、且つ前記偏光板の光軸と１／４波
長板の遅相軸の角度が（２θ＋４５°）±１０°である
請求項１に記載のタッチパネル付ＥＬ表示装置。
【請求項５】  前記波長板が、外側より順番に１／４波
長板と１／２波長板を積層して形成され、前記偏光板の
光軸と１／４波長板の遅相軸の角度をθとすると、θが
４５°±５°であり、且つ１／４波長板の遅相軸と１／
２波長板の遅相軸の角度が９０°±１０°である請求項
１に記載のタッチパネル付ＥＬ表示装置。
【請求項６】  前記波長板の厚さをｄ、光の波長λ＝５
５０ｎｍの屈折率をｎ

550
、光の波長λ＝４００ｎｍの

屈折率をｎ
400
とするとき、１／２波長板の位相差の比

△ｎ
400
ｄ／△ｎ

550
ｄが、１／４波長板の位相差の比△

ｎ
400
ｄ／△ｎ

550
ｄより小さい請求項５に記載のタッチ

パネル付ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、入力装置としてタ
ッチパネルを有するＥＬ（エレクトロルミネッセンス）
表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＥＬ素子は自己発光素子であり、発光層
厚みが薄いために面発光源として期待される。視認性も
高く表示素子および液晶表示装置などのバックライトに
実用化されている。
【０００３】発光材料として有機化合物を用いた有機Ｅ
Ｌ素子は、発光材料として無機化合物を用いた無機ＥＬ
素子に比べて印加電圧の大幅低下や材料設計の自由度の
高さなどから活発に検討されている。そして、有機ＥＬ
素子を面光源として用いるべく種々の改良が行われてい
る。青色発光素子の開発などによりカラー表示も実用段
階となっている。例えば、Ｃ．Ａｄａｃｈｉ，Ｓ．Ｔｏ
ｋｉｔｏ，Ｔ．Ｔｓｕｔｓｕｉ，Ｓ．Ｓａｉｔｏ．，Ｊ
ｐｎ．Ｊ．Ａｐｐ１．Ｐｈｙ．，Ｖｏｌ．２７，Ｌ２６
９（１９８８）には、発光層と陰極との間にフェニルビ
フェニルオキサジアゾールのような電子輸送層を設置す
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る方法が報告され、特開平７－９０２６０号公報には、
ＲＧＢ３色を発光させて白色光を得る方法が提案されて
いる。
【０００４】また、Ｐ．Ｄｙｒｅｋ１ｅｖ ｅｔ ａ１，
Ａｄｖ．Ｍａｔｅｒ．，８，１４６（１９９５），Ｊ．
Ｈ．Ｗｅｎｄｏｒｆｆ ｅｔ ａｌ，Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒ
ｙｓｔａ１，Ｖｏ１．２１，Ｎｏ．６，９０３（１９９
６）などには、電界発光層を一方向に配向させて偏光発
光を得る方法も提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】最近では、前記ＥＬ素
子を用いた表示装置と入出力装置としてのタッチパネル
を組み合わせて用いるようになった。この入出力装置と
してのタッチパネルは、一般的には一対の透明な基板の
片面に透明電極を形成し、この透明電極を内側にして対
向させることによって形成していた。このとき、透明電
極の間には密着を防ぐための透明なスペーサーが形成さ
れていることもある。この場合、透明電極は、通常イン
ジウム・スズ酸化物（ＩＴＯ）等の透明導電薄膜が用い
られるが、その屈折率は約２．０以上である。ところ
が、これらの透明導電膜はタッチパネルとしての機能
上、接触によって位置検出を行なうため、空気に直接触
れる状態で設けられており、例えばＥＬ素子パネルの表
面に比べて光の反射率が非常に大きく、またＥＬ表示装
置の前面に用いられるために、さらに単純に界面数も増
大し、その光反射によってＥＬ素子パネルの表示コント
ラストを大きく低下させるといった問題があった。
【０００６】図３は、従来のタッチパネル付ＥＬ表示装
置の断面図である。図中で、タッチパネル部３２０は、
上側タッチパネル用透明電極３２１、下側タッチパネル
用透明電極３２２、スぺーサー３２３、上側ガラス板３
２４、下側ガラス板３２５から形成されている。また、
中層部３１０は、偏光板３１１、１／２波長板３１２、
１／４波長板３１３から形成されている。更に、ＥＬ表
示部３３０は、ガラス透明基材３３１、ＩＴＯ電極３３
２、正孔輸送層３３３、蛍光層３３４、背面電極３３
５、防湿フィルム３３６から形成されている。そして、
タッチパネル部３２０、中層部３１０、ＥＬ表示部３３
０によりタッチパネル付ＥＬ表示装置３００を構成して
いる。この従来のタッチパネル付ＥＬ表示装置では、タ
ッチパネル部３２０が表層部にあるため、外光αは、タ
ッチパネル部３２０でα１、α２として強く反射され、
表示光βに強く影響し、表示を著しく見にくくする。
【０００７】そこで、基板の表面に反射防止処理を施し
たり、透明電極の下に所定の厚みで低屈折率層を設ける
ことで表面反射を押さえる試みがなされてきたが、反射
を効果的に押さえることはできず、コストの上昇を招く
こととなった。
【０００８】本発明は、タッチパネルの光反射である表
面反射によるギラツキやコントラストの低下を抑えて、
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見やすい表示を実現するタッチパネル付ＥＬ表示装置を
提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装置は、ＥＬ素子を
用いた表示装置であって、外側より順番に偏光板、波長
板、タッチパネル及びＥＬ表示部を積層して配置したこ
とを特徴とする。
【００１０】また、本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装
置は、前記波長板が、１／２波長板と１／４波長板を積
層したものであることが好ましい。
【００１１】本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装置は、
ＥＬ表示装置が黒表示を行なうために用いられている偏
光板、波長板を利用してタッチパネル機能を付与するも
のであり、タッチパネルに用いられる透明電極等の界面
の反射も偏光板、２種の波長板の組み合せによって著し
く減少でき、それにより生じるコントラストの低下やギ
ラギラとした反射が発生せず、表示品位の低下を無くす
ることができる。また、本発明の構成部材も特殊なもの
は使用しないため、軽量化薄層化も同時に可能となる。
【００１２】また、本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装
置は、前記タッチパネルが、空間部を介して対向してい
る透明電極から形成されていることが好ましい。
【００１３】本発明のタッチパネルの上側電極は、波長
板に直接形成されても、又は光学等方性フィルムであっ
て位相差値が３０ｎｍ以下のフィルムに形成して接着材
又は粘着剤等で貼り合わせても良い。また、下側電極に
ついても特に限定はしないが、ＥＬ基板に用いられるガ
ラス板やプラスチック板の上に導電性の薄膜が形成され
ているものや、電極が別のフィルムに形成されてガラス
板やプラスチック基板に粘着剤等で貼り合わされていて
もよい。
【００１４】また、本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装
置は、前記波長板が、外側より順番に１／２波長板と１
／４波長板を積層して形成され、前記偏光板の光軸と１
／２波長板の遅相軸の角度をθとすると、θが１５°±
５°であり、且つ前記偏光板の光軸と１／４波長板の遅
相軸の角度が（２θ＋４５°）±１０°であることが好
ましい。
【００１５】また、本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装
置は、前記波長板が、外側より順番に１／４波長板と１
／２波長板を積層して形成され、前記偏光板の光軸と１
／４波長板の遅相軸の角度をθとすると、θが４５°±
５°であり、且つ１／４波長板の遅相軸と１／２波長板
の遅相軸の角度が９０°±１０°であることが好まし
い。
【００１６】本発明の１／２波長板及び１／４波長板の
材質としては、特に限定は無く、透明性に優れるものが
望ましく、例えば、ポリカーボネート系高分子、ポリエ
ステル系高分子、ポリスルホン系高分子、ポリエーテル

4
系高分子、ポリスチレン系高分子、ポリオレフィン系高
分子、ポリビニルアルコール系高分子、酢酸セルロース
系高分子、ポリ塩化ビニル系高分子、ポリメチルメタク
リレート系高分子、ノルボルネン系高分子などが挙げら
れる。
【００１７】但し、前記波長板が、外側より順番に偏光
板、１／４波長板、１／２波長板を積層して形成される
場合は、前記波長板の厚さをｄ、光の波長λ＝５５０ｎ
ｍの屈折率をｎ

550
、光の波長λ＝４００ｎｍの屈折率

をｎ
400
とするとき、１／２波長板の位相差の比△ｎ

400

ｄ／△ｎ
550
ｄが、１／４波長板の位相差の比△ｎ

400
ｄ

／△ｎ
550
ｄより小さいことが好ましい。即ち、１／２

波長板は波長分散性の低い（各波長での屈折率差が小さ
い）ものとし、１／４波長板は波長分散性の高いものが
好ましい。
【００１８】具体的には、波長板の厚さをｄ、光の波長
λ＝５５０ｎｍでの屈折率をｎ

550
、光の波長λ＝４０

０ｎｍでの屈折率をｎ
400
とするとき、１／２波長板の

位相差の比△ｎ
400
ｄ／△ｎ

550
ｄは１．１以下が好まし

く、例えばノルボルネン系高分子であれば、その比が
１．０３の製品が市販されている。また、１／４波長板
の位相差の比△ｎ

400
ｄ／△ｎ

550
ｄは１．１以上が好ま

しく、例えばポリカーボネート系で１．１６、ポリスル
ホン系で１．２の製品が市販されている。このように外
側より順番に偏光板、１／４波長板、１／２波長板とす
る際には、位相差の異なる互いの遅相軸を交差させて積
層することにより、各波長における位相差を重畳ないし
加減制御でき、広い波長領域に渡って所定の位相差を得
ることができ、理想的な円偏光を作り出すことが可能と
なる。
【００１９】１／４波長板、１／２波長板の延伸におい
ては特に限定はないが、自由端一軸延伸、固定端一軸延
伸、二軸延伸、例えば特許第２８１８９８３号に記載の
厚み方向延伸等を用いることができる。また、１／２波
長板、１／４波長板は延伸フィルムでなくともよく、高
分子液晶等の配向膜を塗布した基材であってもよい。更
に、無機結晶を用いたものでもよい。
【００２０】また、この発明に用いられる偏光板は特に
限定はしない。例えば、通常の二色性物質含有のポリビ
ニルアルコールフィルムを延伸配向した偏光フィルムが
好ましく用いられる。また、液晶ポリマーによる偏光素
子を使用したもの等であってもよい。透過率が高いもの
ほど明るい表示が得られるため好ましい。
【００２１】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態を図を例示し
て説明する。
【００２２】（実施態様１）図１に本発明のタッチパネ
ル付ＥＬ表示装置の実施形態１の断面図を示す。図１で
は有機ＥＬ表示装置の場合の例を示す。図１で１００が
本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装置である。図中、最
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表面より１１１が偏光板、１１２が１／２波長板、１１
３が１／４波長板であり、これらが積層されて表層部１
１０を形成している。次に、１２１がＩＴＯの導電膜か
らなる上側タッチパネル用透明電極、１２２がＩＴＯの
導電膜からなる下側タッチパネル用透明電極であり、そ
の間にスペーサー１２３を配置してタッチパネル部１２
０が形成されている。更に、１３１がガラス透明基材、
１３２がＩＴＯ電極、１３３がＮ，Ｎ'－ジフェニル－
Ｎ，Ｎ'－ビス－（３－メチルフェニル）－（１，１'－
ビフェニル）－４，４'－ジアミン（以下、ＴＰＤとい
う）からなる正孔輸送層、１３４がトリス（８－キノリ
ノール）アルミニウム（以下、Ａ１ｑという）からなる
蛍光層、１３５が背面電極、１３６が防湿フィルムであ
り、これらによりＥＬ表示部１３０が形成されている。
表層部１１０、タッチパネル部１２０、ＥＬ表示部１３
０を組み合わせてタッチパネル付ＥＬ表示装置１００が
形成されている。また、背面電極１３５としては銀マグ
ネシウム合金のような金属薄膜層が好ましく用いられ
る。
【００２３】背面電極は一般的には反射率の高い金属薄
膜が用いられるので、発光時以外でも外光を強く反射
し、良好な黒表示を得ることが難しい。そこで、偏光板
と１／２波長板及び１／４波長板を組み合わせて、ＥＬ
表示装置の表面に外側からこの順番で設置することによ
って、この外光反射を顕著に防止することができる。
【００２４】図１で、外光αがＥＬ表示装置１００に入
射したとき、外側の偏光板１１１の吸収によって外光α
は直線偏光となり、１／２波長板１１２及び１／４波長
板１１３を通過してほぼ完全な円偏光へ変換される。Ｅ
Ｌ表示装置の背面電極１３５は光反射層として作用する
ので、その反射によって円偏光が反転し、反対の位相の
円偏光として反射される。その際、１／４波長板１１
３、１／２波長板１１２を通過する際に偏光板１１１の
透過方向に対して直交方向の直線偏光となるため、反射
光α３はほとんどが偏光板１１１に吸収される。また、
タッチパネル部１２０の電極表面による反射光α１、α
２は既に偏光板及び２枚の波長板により円偏光となって
いる。よって、同様に２枚の波長板及び偏光板まで到達
した反射光α１、α２は直線偏光となっているが、偏光
板１１１の光軸と９０°位相が生じているため、偏光板
１１１により吸収されてしまう。従って、外側からは反
射光α１、α２はほとんど観測されない。この様に、外
光αは偏光板１１１の表面での反射以外発生しないの
で、良好な黒状態を形成できる。よって、ＥＬ素子発光
部分のみが実質的に表示光βとして利用可能となる。こ
の円偏光の反射面での偏光反転は、良好な円偏光ほど効
果が高い。一般に１／４波長板の位相差にはコーシーの
分散式で近似できる波長分散があるので、全ての波長で
良好な円偏光にはならない。これを改善するためには特
開平５－１００１１４号公報のように、１／４波長板と
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１／２波長板を組み合わせて設けることによってほとん
どの可視光波長域で良好な円偏光を得ることができる。
この場合、１／４波長板の遅相軸を異なる角度で設ける
方法と異なる波長分散を持つフィルムを用いる方法、あ
るいはこれらを併用する方法がある。
【００２５】（実施態様２）図２に本発明のタッチパネ
ル付ＥＬ表示装置の実施形態２の断面図を示す。図２で
も有機ＥＬ表示装置の場合の例を示す。図２で２００が
本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装置である。図中、最
表面より２１１が偏光板、２１４が１／４波長板、２１
２が１／２波長板であり、これらが積層されて表層部２
１０を形成している。次に、２２１がＩＴＯの導電膜か
らなる上側タッチパネル用透明電極、２２２がＩＴＯの
導電膜からなる下側タッチパネル用透明電極であり、そ
の間にスペーサー２２３を配置してタッチパネル部２２
０が形成されている。更に、２３１がガラス透明基材、
２３２がＩＴＯ電極、２３３がＴＰＤからなる正孔輸送
層、２３４がＡ１ｑからなる蛍光層、２３５が背面電
極、２３６が防湿フィルムであり、これらによりＥＬ表
示部２３０が形成されている。表層部２１０、タッチパ
ネル部２２０、ＥＬ表示部２３０を組み合わせてタッチ
パネル付ＥＬ表示装置２００が形成されている。また、
背面電極２３５としては銀マグネシウム合金のような金
属薄膜層が好ましく用いられる。
【００２６】
【実施例】（実施例１）厚さ７５μｍのポリビニルアル
コールフィルムをヨウ素にて処理し、延伸温度６０℃、
延伸倍率６．０倍の条件で一軸延伸して偏光版を得た。
次に、厚さ１００μｍのノルボルネン系高分子フィルム
を延伸温度１７０℃、延伸倍率１．７倍で一軸延伸処理
し複屈折光に基づいて波長５５０ｎｍの光に対して１／
２波長の位相差を与える１／２波長板を得た。更に、厚
さ５０μｍのノルボルネン系高分子フィルムを延伸温度
１７０℃、延伸倍率１．７倍で一軸延伸処理し、波長５
５０ｎｍの光に対して１／４波長の位相差を与える１／
４波長板を得た。
【００２７】上記で得られた１／４波長板をＡｒ雰囲気
中でプラズマ処理を施し、ＩＴＯ薄膜をスパッタリング
にて形成し、上側タッチパネル用透明電極基板を作成し
た。
【００２８】次に、ガラス基板を所定の形状に切り出し
た後、Ａｒ雰囲気中でプラズマ処理を施し、厚さ１００
ｎｍのＩＴＯ薄膜をスパッタリングにて形成し、ＥＬパ
ネル基板を作成した。あらかじめ一方の基板の透明電極
は、エッチングによって２分割している。
【００２９】また、同様に下側タッチパネル用透明電極
として前記ガラス基板の反対面に厚さ２５ｎｍのＩＴＯ
薄膜をスパッタリングにて形成した。このガラス基板を
超音波洗浄および紫外線オゾン洗浄した後、抵抗加熱型
の真空蒸着装置内に入れ、同装置内に配置されたモリブ
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7
デン性加熱ボートにＴＰＤを入れ、別のモリブデン製抵
抗加熱ボートにＡｌｑを入れて、真空チャンバー内を１
×１０-4Ｐａまで減圧した。
【００３０】次に、ＴＰＤの抵抗加熱ボートを２２０℃
まで加熱し、前記ガラス基板の１００μｍのＩＴＯ薄膜
上に蒸着させて、膜厚６０ｎｍの正孔輸送層を成膜し
た。引き続きＡｌｑを入れた前記抵抗加熱ボートを２７
５℃まで加熱し、Ａｌｑを正孔輸送層上に蒸着して、膜
厚６０ｎｍのＡｌｑ層を成膜した。次に、モリブデン製
抵抗加熱ボートにマグネシウムを入れ、別のモリブデン
製抵抗加熱ボートに銀を入れて、真空チャンバー内を２
×１０-4Ｐａまで減圧し、マグネシウムと銀の合金電極
を２元同時蒸着法によって膜厚１４０ｎｍとなるように
蒸着して背面電極を形成した。マグネシウムと銀の原子
比は９：１とした。すべての蒸着は基板温度が室温にな
るように保持した。また、この蒸着膜はマスキングによ
りあらかじめ２分割している。
【００３１】このようにして、ＥＬ表示部を作成した。
なお、得られたＥＬ表示部は緑色（主波長５１３ｎｍ）
の光を発した。
【００３２】次に、上下タッチパネル用透明電極のＩＴ
Ｏ面に銀電極を印刷した後、スペーサーを介して透明導
電フィルムの電極側を対向させて配置し、偏光板の光軸
に対し１／２波長板の遅相軸が１５°、１／４波長板の
遅相軸が７５°になるように貼り合わせタッチパネルを
作成し、タッチパネル付ＥＬ表示装置を作成した。
【００３３】（実施例２）実施例１の波長板の積層する
順番を外側より、１／４波長板、１／２波長板に変え、
且つ、１／４波長板を厚さ５０μｍのポリカーボネート
フィルムを延伸温度１５０℃、延伸倍率１．０５倍で延
伸処理し、複屈折光に基づいて波長５５０ｎｍの光に対
して１／４波長の位相差を与えるものへと変更した。そ
の際、偏光板の光軸に対して１／４波長板の遅相軸が４
５°、１／４波長板の遅相軸に対して１／２波長板の遅
相軸が９０°になるように調整する。上側タッチパネル
用透明電極は、実施例１では１／４波長板にＩＴＯ薄膜
をスパッタリングして形成していたが、この実施例２で
は１／２波長板に同様にして形成した。その他は、実施
例１と同様の方法でタッチパネル付ＥＬ表示装置を作成
した。
【００３４】（比較例１）実施例１と同様の操作で外側
より偏光板、波長板、ＥＬ表示部を順次積層した。その
上に外側より、銀ペ一ストを印刷したＩＴＯ薄膜とポリ
エチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルムからなる透
明電極を粘着剤を介してガラス板に貼りつけ、そのガラ
ス板２枚をスペーサーを介してその透明電極側を対向さ
せて配置してタッチパネルを作成し、タッチパネル付Ｅ
Ｌ表示装置を作成した。
【００３５】（評価試験）光源として、パネル正面から
２０°の位置になるように蛍光灯をパネルから１ｍの間*
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*隔で１灯配置した。２分割した一方の電極に電界を印可
して発光部の緑を半分表示するようにして、表示状態を
観察して比較した。
【００３６】まず、タッチパネル部を外して観察したと
ころ、実施例１、実施例２及び比較例１ともに問題にな
らないレベルで良好な表示を行なうことができた。
【００３７】次に、タッチパネル部を装着して観察を行
なった。その結果、実施例１、実施例２では表示状態は
全く変化が無く、良好であった。しかし、比較例１では
タッチパネルヘの蛍光灯の映り込みが特に正反射近傍で
大きく、その反射光によって特に黒表示が阻害され、非
常に見にくかった。また、視点を正反射方向から外して
も、観察者自身の顔の映り込み等があって、非常に見に
くかった。実施例１、２では、発光部は非常にくっきり
と緑表示が観察され、非常に良好であった。また、実施
例１、２ではタッチパネルが原因と思われる反射光も有
効に防止でき、正反射でも反射光はパネル表面の反射防
止膜の反射のみが見えて表示品位は良好であった。
【００３８】なお、タッチパネルは、実施例１、実施例
２及び比較例１ともに全く問題無く機能した。
【００３９】
【発明の効果】以上のように本発明は、外側より順番に
偏光板、波長板、タッチパネル及びＥＬ表示部を積層し
て配置しているので、タッチパネルの光反射である表面
反射によるギラギラやコントラストの低下を抑えて、外
光があっても良好な表示を行ない得るタッチパネル付Ｅ
Ｌ表示装置を提供でき、その工業的価値は大である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装置の実施形
態１の断面図である。
【図２】本発明のタッチパネル付ＥＬ表示装置の実施形
態２の断面図である。
【図３】従来のタッチパネル付ＥＬ表示装置の断面図で
ある。
【符号の説明】
１００  タッチパネル付ＥＬ表示装置
１１０  表層部
１１１  偏光板
１１２  １／２波長板
１１３  １／４波長板
１２０  タッチパネル部
１２１  上側タッチパネル用透明電極
１２２  下側タッチパネル用透明電極
１２３  スペーサー
１３０  ＥＬ表示部
１３１  ガラス透明基材
１３２  ＩＴＯ電極
１３３  正孔輸送層
１３４  蛍光層
１３５  背面電極
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１３６  防湿フィルム

【図１】 【図２】
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